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飛鳥クルーズ「飛鳥Ⅲ」のミッドシップスイート（京

都部屋）にて、京丹後市観光公社観光 PR商品

「お茶レター」を提供 
 

京丹後市観光公社は、飛鳥クルーズの「ASUKAⅢ meets 47都道府県」プロジェクトに参画し、7月

20日（日）に初航海を迎えるクルーズ客船「飛鳥Ⅲ」のミッドシップスイート（京都部屋）にて、

当公社の観光 PR商品「お茶レター」を提供します。 

本プロジェクトは、クルーズ客船「飛鳥Ⅲ」のミッドシップスイート 47室を対象とし、各都道府

県の地域金融機関等が 47都道府県それぞれの特色を生かした空間をプロデュースするものです。 

 

１．本プロジェクトの概要 

◼ 名称：ASUKAⅢ meets 47 都道府県 

◼ 設置場所：クルーズ客船「飛鳥Ⅲ」のミッドシップスイート（客室番号：９０２９） 

◼ 部屋のテーマ：千年の都のひみつ。京都のとっておき。 

◼ 設置アイテム：京丹後市観光公社の観光 PR 商品「お茶レター」 

◼ 就航日：2025 年 7 月 20日（日） 
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一社）京都府北部地域連携都市圏振興社 京丹後地域本部 

写真提供：郵船クルーズ株式会社 

 

▲飛鳥Ⅲミッドシップスイート 

 

写真提供：郵船クルーズ株式会社 
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２．背景 

「飛鳥クルーズ」は、クルーズを通じて日本文化の素晴らしさを伝えながら、人と人、人と地域、

地域と地域をつなぐ取り組みを行っています。 

「飛鳥Ⅲ」における「ASUKAⅢ meets 47都道府県」プロジェクトは、 

新造客船「飛鳥Ⅲ」の「ミッドシップスイート」54室のうち、47室に 

都道府県を割り当て、宿泊客に都道府県の魅力との出会いや再発見の場 

を創出するものです。 

当公社はこの趣旨に賛同し、「京都部屋」にお茶レターを提供します。 

 

クルーズ期間中の滞在を通じて、京丹後の魅力を体感いただくほか、京都府内への誘客につなげて

いきます。 

 

 

 

「ASUKAⅢ meets 47 都道府県」プロジェクトの詳細については、こちらをご覧ください⇒ 

（飛鳥クルーズのウェブサイト） 

 

 

 

 
本件に関するお問い合わせ先 

 一般社団法人京都府北部地域連携都市圏振興社（海の京都 DMO） 

 京丹後地域本部（通称：京丹後市観光公社） 事務局（担当：フィンリー） 

  電話 0772-72-6070 ／ FAX 0772-72-0822 

URL https://www.kyotango.gr.jp/ E-mail info@kyotango.gr.jp 

▲観光 PR 商品「お茶レター」 
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